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研究成果の概要（和文）：(1) レファレンス・ツールにおける「包括性」の概念および包括性を
実現するための要件を明らかにした。(2) 専門語彙クローラーと対訳・関連多言語アーカイヴ
クローラーを開発し、機能的包括性を有するレファレンス情報資源を構築した。(3) 翻訳情報
資源を提供する統合翻訳支援サイト「みんなの翻訳」（http://trans-aid.jp/）を開発・公開し、
一般利用に提供し翻訳情報資源の有効性を検証した。 
 
研究成果の概要（英文）：This research (1) clarified the concept of “comprehensiveness” for 
reference tools and concrete factors that should be incorporated into reference tools; (2) 
developed a comprehensive bilingual terminology crawler and a parallel and comparable 
archive constructor and constructed reference resources for translators; and (3) developed 
and made publicly available the integrated translation-aid environment Minna no 
Hon’yaku (http://trans-aid.jp/). 
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 直接経費 間接経費 合	
 計 
2009年度 9,200,000	
 2,760,000	
 11,960,000	
 

2010年度 9,400,000	
 2,820,000	
 12,220,000	
 

2011年度 9,900,000	
 2,970,000	
 12,870,000	
 

2012年度 6,100,000	
 1,830,000	
 7,930,000	
 

	
 	
 年度 	
 	
 	
 

総	
 計 34,600,000	
 10,380,000	
 44,980,000	
 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・図書館情報学・人文社会情報学 
キーワード：翻訳支援・翻訳情報資源・レファレンス・アーカイヴ・多言語処理 
 
１．研究開始当初の背景 
 
	
 オンライン文書の翻訳発信の展開が進む
中、様々な翻訳支援ツールや翻訳＝ニーズマ
ッチングのサービスが提供されてきたが、レ
ファレンス・コンテンツを体系的に提供する
サービスはほとんどなかった。また、レファ
レンス・コンテンツに求められる具体的な要
件についても明らかにされていなかった。
我々はすでにオンライン翻訳者支援の枠組

みを構築していたが、それを、この点から展
開することは実利用を促進する観点からの
急務でもあった。 
 
２．研究の目的 
 
	
 大きく以下の三点からなる。 
 
(1) 翻訳支援と翻訳情報発信を行う統合オン
ラインサイトの構築。 
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(2) 翻訳情報資源を階層的に編成・提供する
基盤となる理論の構築と技術の開発。 
 
(3) 包括的なレファレンス資源に求められる
具体的な包括性要件の理論的整理と、それに
従ったレファレンス情報資源の構築。 
 
３．研究の方法 
	
 
	
 階層的な翻訳情報資源の編成および包括
的なレファレンス資源構築の基盤となる理
論的研究においては、既往のレファレンスツ
ール論・辞書学の知見を参照するとともに、
翻訳者への聞き取り・翻訳行動の観察を行う。	
 
	
 
	
 翻訳支援・翻訳情報発信統合オンラインサ
イトの構築、翻訳情報資源の階層的構成メカ
ニズムの開発、包括的なレファレンス情報資
源の構築に関しては、理論的検討の成果を踏
まえつつ、実システムを開発するという工学
的アプローチを採用する。	
 
	
 
	
 評価については、要素技術の評価は条件を
整えて量的な観点から実験室的に行うが、包
括性および統合サイトの評価は実利用を通
して質的な観点からも行う。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 
(1) オンライン翻訳支援・情報発信プラット
フ ォ ー ム 「 み ん な の 翻 訳 」
（http://trans-aid.jp/）を構築・公開した。
現在、英日・日英のほか、中英・英中、日中・
日英、韓英・英韓、韓日・日韓、日独・カタ
ロニア英をカバーしており、インタフェース
もこれら言語に基本的に対応している。当初
目標である定常ユーザ 50 人を達成している
（登録者は 2013 年 5 月現在、2500 人強）。
翻訳文書量は日英対訳単語数で 110万を超え
ている。 
 
みんなの翻訳ポータル 

 
ユーザスペース 

 
翻訳支援エディタ QRedit 

 
 
	
 利用者は日本のほか、ドイツ、英国、スペ
イン（カタロニア）、韓国、中国にわたり、
作品社や岩波書店の翻訳書出版にも一部利
用されている。また、神戸女学院大学翻訳コ
ース、東京外国語大学翻訳コース、東京大学
の翻訳ゼミでも活用されており、ボランティ
ア・オンライン翻訳の一つの形を示すものと
なっている。 
 
(2) オンライン翻訳者のレファレンス情報資
源参照行動をもとに、基本辞書引き、詳細辞
書引き、Google 検索、Google 辞書検索、既
訳関連文書検索（翻訳メモリ検索）、ユーザ
用語集検索を区別し、翻訳支援エディタから
これらの情報に、区別を翻訳者側で意識しコ
ントロールしながらシームレスに検索する
機能とインタフェースを構築した。 
 
(3) レファレンス・ツールにおける「包括性」
の概念を、(a) 絶対的包括性と相対的包括性、
(b) 理念的包括性、社会的包括性、機能的包
括性の観点から整理し、オンライン翻訳支援
環境においては、(a)においては相対的包括性



が、(b)においては社会的包括性と機能的包括
性が重要であることを示すとともに、包括性
を実現するための要件を明らかにした。 
	
 また、対訳専門語彙、対訳文書について、
Web 上から情報を包括的にクロールする手法
を開発した。対訳専門語彙については、社会
的包括性をターゲットとし、日英対訳で、シ
ード辞書約 20 万語を用い、延べ 600 万語、
異なり 300 万語、精度約 80％で用語辞書資源
を収集した。不特定多数への実利用への有効
性について現在、検証を行っている。対訳文
書については、個人ベースでの機能的包括性
をターゲットとし、翻訳者個々人が自らの翻
訳プロファイルに応じた関連規訳文書を収
集するためのクローラを公開し、試験利用に
供している。	
 
	
 
用語対訳クローラー	
 
	
 
二言語アーカイブクローラー	
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